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豊岡市における「外国にルーツのある子ども」の概要（2021年6月末時点）
総 数：163名（同世代人口のおよそ1.1％）
年代構成：就学前55名、小学生50名、中学生25名、16-18歳33名
国籍内訳：日本国籍137名（親の国籍：フィリピン、中国、韓国、ベトナム等）

外国籍26名（本人の国籍：フィリピン、中国等）

→地域で生まれ・育ち、地域の未来を担う子ども・若者たち
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男女別年齢別外国籍住⺠数
(2021年3⽉末時点・住⺠基本台帳データより）豊岡市における外国人市⺠の概況

2019年11月末：831人
↓

2021年11月末：838人（人口の1%強）
・ベトナム：約31%、フィリピン：約23%、

中国：約16%など多様な出身地
・ここ数年増加傾向。コロナ禍で一時減少し

たが徐々に回復しつつある
・少子高齢化の進む地域における貴重な人材

教育・保健関係者、支援組織、当事者に対し質・量ともにバランスのとれた調査を実施
外国人非集住/散在地域における包括的な調査

↓
豊岡の未来に備えた先駆的な取り組みであるとともに、

他地域の現状を分析するためのパイロットプランとしての意義も

調査内容
妊娠・出産・乳幼児育児・保育の現状/外国ルーツ児童・生徒の現状/外国人市⺠当事者の経験/外国人雇用事業
所調査（補足）

2020-2021年度調査について
「外国にルーツのある子ども」（国籍に関係なく、親の一人あるいは両方が外国出身である子ども・多文化の
バックグラウンドをもつ子ども）と「ニューカマー」外国人の出産・育児・教育について調査を行い、地域社
会の未来の主人公たちが自らの能力を活かし、幸せに生きてゆける豊岡を築くための方策を探ること。

調査の目的
市内に在住する外国人市⺠の現状とニーズを把握し、多文化共生による活力ある地域づくりを通じた「小さな
世界都市 - Local & Global City - 」・豊岡を実現すること（2019年度調査から継続）。

2020-2021年度 豊岡市・神⼾⼤学共同研究
「外国人住⺠に関する調査研究」報告書（概要版）



子どもの持ち物に苦労して漢字で名前を書
いたにもかかわらず、1年生は平仮名で書
くことになっていた。水筒を持って来るよ
うにと言われて空の水筒を持って行かせて
しまった。（外国人⺟親）

お話していて自分でも気づいたんですけ
ど、やっぱり個別に支援が必要なことは、
特に大きな問題はないと言いながらもやは
りあるんですね。（教員）

学校からの呼び出しの連絡があると、「も
しかしてうちの子、進級できませんって言
われるのではないか」と不安になる。（外
国人⺟親）

（児童の態度は）⺟国の「お国柄」のよ
うな性格もあるのか… いつも「どっち
かな〜、どっちかな〜」と職員室で話し
あいながら対応している。（教員）

外国にルーツのある児童の
小学校における現状と課題

外国にルーツのある児童が在籍する小学校
2020年時点：27校中10校

見えてきた課題
・外国ルーツであることと児童の発達上の課題との

切り分けの難しさ
・外国人児童の家庭環境・文化についての理解・状

況把握の必要性
・経験の蓄積・共有・研鑽の場の必要性
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外国語の乳幼児健診問診票

日本にいるから日本語を先に覚えさせた方が
いいんじゃないかと言われたので、私たちは
そういうふうにした。ただ、それだと私がコ
ミュニケーションが取れないことになっちゃ
う…（外国人⺟親）

外国人家庭の生活習慣や文化の違いを理解す
るため、受け入れ施設の職員を対象とした研
修会を開催したり、言語や文化の違いから起
こりがちなトラブルとその対処方法等をまと
めたガイドブック等の提供があれば便利（就
学前施設スタッフ）

外国にルーツのある子どもとその保護者の
就学前施設における現状と課題

外国にルーツのある就学前の子ども
2021年6月末：55人（同年代人口の約1.5%）

1年間で10人増加
見えてきた課題
・入園前から日常的にかかわれるサポート体制
・子どもと保護者支援にかかわる文化的情報の共有
・利便性の向上と保護者の負担軽減

日本での子育ては疲れる。保健師さんがいろ
いろ手伝ってくれるし、予防接種など丁寧に
連絡してくれるのは助かる。でも、それ以外
は一人でやらなければならない。助けてくれ
る人が近くにいない。⺟国での子育ては楽。
産めばみんなで育ててくれるので、あれこれ
気を遣わなくていい。（外国人⺟親）

出身地の文化について知らないので、彼女た
ちの行動や考え方について、どこまでが文化
的なものでどこまでが個人的なものなのかが
わからない… 赤ちゃんのために伝えたいこと
があるが、一方的に日本の基準を押し付ける
のはよくないかもしれないと躊躇してしま
う。（保健師）

外国人妊産婦・子育て家庭への支援の現状と課題
豊岡市・外国人妊婦に対する⺟子健康⼿帳交付数

2017-2019年度：年間4, 5件（0.7〜1％程度）
2020年度：11件（2〜2.2％程度）増加傾向に

・フィリピン出身が約半数、その他ネパール、アメ
リカ、中国、韓国、ベトナム、ミャンマーなど多
様、近年は外国人同士の夫婦も増加

・「おやこ支援室」による妊娠期からの切れ目ない
支援：外国籍の市⺠に対しても、日本国籍者と同
様の制度的支援

見えてきた課題
・外国人妊産婦・子育て家庭への支援にかかわる情

報の必要性
・支援者と当事者をつなぐ人や仕組みづくり
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ここ（日本語・学習支援NPO）の先生は話
をいっぱい聞いてくれました。悩み事とか、
何かあったときに本当に、一緒に考えてくれ
ます。（外国ルーツの生徒）

中1の中間テストで、⺟国では取ったことも
ないような低い点数だったため、教室で泣き
だしてしまった。それで、国語の先生が個人
的に勉強を見てくれるようになり、中3の終
わりまで続いた。作文をたくさん書いて、先
生に添削してもらうという学習の仕方だっ
た。こうした教師の個人的な支援のおかげで
しっかりとした日本語能力を身につけること
ができた。（外国ルーツの若者）

小学校高学年で日本に来た時は何もわかり
ませんでした。最初日本語が全然喋れなく
て、友人関係でたくさんの悩みがありまし
た。例えば、友だちと言葉のことで誤解が
生まれることがよくありました。特に小学
生ってすごい面白がりというか、外国人を
初めて見ましたって子がたくさんいて、す
ごいいっぱい話しかけてくれたんですけ
ど、私もわからないし、会話になってな
くって。 （外国ルーツの生徒）

外国にルーツのある子ども当事者への聞き取りから

学齢期にルーツのある国を離れて文化圏の異なる国
へ移動し、新たな地で生活することを経験した子ど
も・若者に、当事者ならではの経験と意見をうか
がった。

見えてきた課題
・言語・学習支援の重要性：日本語能力・学力を身

につけることで円滑なコミュニケーションが可能
になるだけでなく、自信や自己肯定感、将来への
展望を持つことにもつながる

・「学校の外」の必要性：学校でも家庭でも孤立し
がちな子どもを支える場所・居場所の重要性

・⺟語・継承後の重要性：家庭内でのコミュニケー
ションや、本人の学習能力、また将来へ向けた資
源という観点から言語習得を評価する必要

但馬地域における子育て･就学・進学チャート
（NPO法人にほんご豊岡あいうえお制作）

親の出身国同士のネットワークがあっても
いいかもしれない。外国人コミュニティが
あるとすれば、にほんご豊岡あいうえおや
国際交流協会。（教員）

出身国の⺟親同士はつながりはないようだ
が、つながってくれたほうが情報交換もで
きて学校にとっても良いと思う。（教員）

自然なかたちで、例えば調理実習で世界の食
などを扱う、その一環として外国ルーツ生徒
の出身国のことを取り上げたりなどもありだ
とは思うが、あくまでも生徒全体に対しての
教育であり、取り上げることが必要なのかど
うか、それを当該生徒が望むのかどうか、と
いうことについても配慮が必要。（教員）

外国にルーツのある中学生の生活・課題と将来

外国にルーツのある生徒が在籍する公立中学校
2020年度：9校中7校

見えてきた課題
・思春期ならではの問題や進学を見すえた学習上の

問題が顕在化
・同質性による包摂という側面がさらに強くなって

いる（「違い」をどう扱うか）
・学校の「外」とのゆるやかな連携の必要性

「生活の場」としての放課後児童クラブ

保護者が毎日迎えに来るので、外国にルーツのある
児童に何か問題があった時に、そこから理由や背景
を知り、話をするきっかけとなり得る。家庭、学校
に加えた第三の視点としての重要性。
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「違い」や「異質性」を積極的に認め、評価する環境を構築することは、外国
人市⺠の有する能⼒や資質を発揮してもらうためだけでなく、豊岡市⺠全体に
とってより生きやすい社会をつくりあげることにつながる。

外国人市⺠に対し、子育て・教育も含めた生活全般に関する情報を包括的に提供し、またそれぞれが
抱える困難を集約し、適切に対応できる体制を整備してゆくこと。
さらに、固有の事情やそれへの対策についての知恵と経験を蓄積し共有する仕組みをつくること。
こうした課題は、⼀部局・機関、あるいは現場での「がんばり」によってではなく、外国人市⺠と関
係を持つさまざまな個人や組織・地域や企業のゆるやかな連携を創出することで解決されるべきであ
る。

◎今後の課題
・人々を孤立させない仕組みと環境づくり
・違いを認めあう学校文化・地域文化の醸成

「違い」「多様性」とともにある環境の構築に向けて

見えてきた課題

育児文化/学校文化についての相互理解の必要性：さ
まざまな国の育児文化/学校文化への理解を広げるこ
とは、外国にルーツのある子どもたちやその⺟親を
支援するだけではなく、私たちの社会をより暮らし
やすい・子育てしやすい社会に変えていくきっかけ
にもなる。

あまりいい水がなくて、ミネラルウォー
ターとかも高い。普通の水だったら沸かさ
ないといけない。だいたいどこの食卓で
も、ご飯とジュースかコーラが普通。水の
代わりという感じ。

子育ては、基本的に祖⽗⺟含めた家単位。ほ
とんど祖⽗⺟に任せっきりということも。日
本は祖⽗⺟も働いていることが多いので、あ
まり手伝ってくれない。⺟国の子育ては楽。
産みやすい。日本は、私の経験だと、きつ
い。一人でやらなくてはいけない。

日本の先生はみんなやさしいっていうか、
相談を聞いてくれる。生徒の話も。だから
相談しやすい。⺟国では先生が怖いから、
なかなか相談ができない。

出身国はオープンな雰囲気だから、子ども
たちが「インディペンデント」。年上の子
どもがすることを見ているだけで、勉強に
なっている。着替えやトイレなんかは、子
どもたちは勝手にできるようになる。隣の
家が、自分の家のような感じで、いつでも
行っていい。お兄ちゃんやお姉ちゃん、友
だちのなかで、自由に育つ。だから育てる
のが楽。子どもが強くなる。

産後１週間はシャワーを浴びてはいけない
という⺟国での教えを信じてたけど、日本
の病院に行ったら、看護師さん達に「シャ
ワー行きなさい」と言われて、お医者さん
にも「いいよ、シャワー行っても」と言わ
れて。なんかすごい怖くって、すぐに国に
いる⺟に相談した。

子どもの育ちと⺟国の育児文化/学校文化

通訳によって言語的な障壁を解消することはある程度可能
だが、その「意図すること」までは伝わらないこともしば
しば。支援する側が相⼿の育児文化・学校文化を理解する
ことができれば、相互理解は格段に容易になるだろう。出
産・育児を経験した外国人⺟親たちの経験を一部紹介する。


